
下図で CD＝2AB、∠BAC＝27°、∠ABC＝42°のとき、∠ADB＝？ 
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CD上に AB＝AEとなるような点 Eをとる。 

△ABEは BCを底辺とする二等辺三角形なので、∠ABE＝∠AEB＝42° 

∠ACE＝∠BAC＋∠ABC＝27°＋42°＝69° 

∠CAE＝180°－∠AEB－∠ACE＝180°－42°－69°＝69° 

∴△ACEは ACを底辺とする二等辺三角形である。 

∴AE＝CE＝AB 

∴DE＝CD－CE＝2AB－AB＝AB 

つまり、3点 A、C、Dは点 E中心とする半径 ABの円周上にあり、CDはその円の直径で
あるので、∠CAD＝90°である。 

∠ADB＝180°－∠ABD－∠BAD 

   ＝180°－∠ABD－∠BAC－∠CAD 

   ＝180°－42°－27°－90° 

   ＝21° 

 

 


